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１
５
３
３
年
イ
ワ
ン
雷
帝
が
登
場
す
る
。〝
ロ

シ
ア
最
初
の
皇
帝
〟
は
残
忍
さ
と
狡こ

う

猾か
つ

さ
で
、

東
は
ウ
ラ
ル
、
南
は
カ
ス
ピ
海
、
北
は
北
極
海

に
領
土
を
拡
大
す
る
。
そ
の
後
百
年
で
シ
ベ
リ

ア
か
ら
太
平
洋
に
至
る
。
18
Ｃ
初
頭
、
英
雄
が

現
れ
る
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
。
バ
ル
ト
海
へ
の

窓
を
開
け
、
黒
海
か
ら
地
中
海
に
勢
力
を
伸
ば

し
、
清
朝
と
国
境
を
定
め
た
。
西
欧
か
ら
産
業
、

軍
事
、
官
僚
制
度
を
導
入
し
た
。
東
欧
の
弱
小

国
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
大
国
へ
押
し
上
げ
、
専
制

君
主
体
制
を
完
成
さ
せ
た
。
19
Ｃ
に
入
る
と
列

強
の
一
角
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
ロ
シ
ア
は
果
て
し
な
く
広
い
。
し
か
し
決
し

て
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
大
半
は
ツ
ン
ド
ラ
と
タ

イ
ガ
。
気
候
も
惨み

じ

め
な
ほ
ど
厳
し
く
、
土
地
も

や
せ
て
い
る
。
貿
易
や
軍
事
上
欠
か
せ
な
い
大

き
な
海
へ
の
出
口
も
な
い
。
北
極
海
や
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
は
年
の
数
か
月
氷
結
す
る
。
黒
海
か

ら
直
接
大
洋
へ
は
出
ら
れ
な
い
。
不
凍
港
の
確

保
は
昔
も
今
も
ロ
シ
ア
の
悲
願
だ
。

　
外
敵
は
西
の
方
か
ら
く
る
。
１
６
０
５
年
に

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
１
７
０
８
年
に
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
。
そ
し
て
１
８
１
２
年
に
は
三
色
旗
を

掲
げ
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
１
９
４
１
年
に
は
鉤か

ぎ

十

字
の
ヒ
ト
ラ
ー
が
侵
攻
す
る
。
だ
が
無
敵
の
軍

も
ロ
シ
ア
の
奥
深
さ
に
呑
み
こ
ま
れ
た
。
長
い

兵へ
い

站た
ん

線
を
維
持
で
き
ず
、
ま
た
冬
将
軍
に
耐
え

ら
れ
ず
敗
退
し
た
。
特
に
ナ
チ
ス
と
の
闘
い

で
は
天
文
学
的
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、

西
側
へ
の
恐
れ
と
不
信
感
は
一
層
高
ま
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
破
壊
と
殺さ

つ

戮り
く

を

行
っ
て
い
る
。
大
義
な
き
戦
い
で
あ
り
、
人
道

上
の
罪
だ
。
同
時
に
世
界
秩
序
と
民
主
主
義

へ
の
挑
戦
で
も
あ
る
。
民
主
陣
営
は
一
歩
も
ひ

い
て
は
な
ら
な
い
。
強
力
な
軍
事
支
援
を
行
い
、

さ
ら
に
厳
し
い
経
済
制
裁
を
課
す
べ
き
だ
。

　
ロ
シ
ア
と
い
う
概
念
が
誕
生
し
た
の
は
９
Ｃ
。

始
ま
り
は
、
キ
ー
ウ
大
公
国
と
い
う
東
ス
ラ
ブ

人
の
ゆ
る
や
か
な
連
合
体
。
キ
ー
ウ
や
、
ド
ニ

プ
ロ
川
沿
い
の
町
々
を
拠
点
と
し
て
い
た
。
南

の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
か
ら
取
り
入
れ
た
ギ
リ

シ
ャ
正
教
は
、
ロ
シ
ア
的
風
土
の
中
で
深
く
根

づ
い
た
。
公
国
の
一
部
は
北
東
の
モ
ス
ク
ワ
周

辺
に
移
る
。
だ
が
こ
こ
は
防ぼ

う

禦ぎ
ょ

に
弱
い
。
四
方

は
平
地
で
、
山
や
大
河
、
砂
漠
等
の
自
然
の
要よ

う

塞さ
い

が
な
い
。
南
部
に
広
が
る
大
平
原
の
道
か
ら
、

常
に
騎
馬
民
族
が
狙
っ
て
い
る
。

　
１
２
３
７
年
モ
ン
ゴ
ル
が
怒ど

涛と
う

の
勢
い
で
攻

め
こ
む
。
以
降
２
５
０
年
「
タ
タ
ー
ル
の
軛く

び
き

」

と
い
わ
れ
る
忍
従
の
時
代
を
過
ご
す
。
こ
れ
を

通
し
て
、
暴
政
と
窮
乏
に
耐
え
る
力
が
養
わ
れ

た
。
一
方
侵
害
に
対
し
、
強
い
恐
れ
を
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
支
配
か
ら
脱
す
る
と

守
勢
か
ら
攻
勢
に
転
ず
る
。「
拡
張
こ
そ
が
生
き

残
る
道
」
が
ロ
シ
ア
の
宿
命
と
な
っ
た
。

　
社
会
主
義
の
国
も
内
実
は
変
わ
ら
な
い
。
ス

タ
ー
リ
ン
は
極
め
て
残
虐
な
皇
帝
だ
っ
た
。
ソ

連
は
大
戦
後
、
周
辺
国
を
支
配
下
に
お
き
、
西

欧
と
の
緩
衝
地
帯
を
設
け
た
。
だ
が
経
済
の
低

迷
や
軍
事
費
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

賢
明
な
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ソ
連
邦
体
制
の
限

界
を
悟
り
冷
戦
終
結
を
宣
言
し
た
。

　
プ
ー
チ
ン
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
「
地
政
学
的

惨
事
」
を
招
い
た
と
忌
み
嫌
う
。
彼
は
ロ
シ
ア

帝
国
の
復
活
を
夢
見
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
に
似
た
世

界
観
を
持
つ
力
の
信
奉
者
。
か
つ
て
の
衛
星
国

が
次
々
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
す
る
。
恐
怖
が
募

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
親
欧
米
政
権
が
で
き
る
と
、

電
撃
的
に
ク
リ
ミ
ア
を
併
合
し
た
。
欧
米
の
対

応
は
生
ぬ
る
く
、
そ
れ
が
今
回
の
悲
劇
に
つ
な

が
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
の
目
に
米
国
は
介
入
せ
ず
、

西
欧
は
腰
が
ひ
け
て
い
る
と
映
っ
た
。

　
戦
前
に
も
同
じ
こ
と
が
あ
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー

が
ド
イ
ツ
人
保
護
を
名
目
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
へ
進
駐
。
英
国
首
相
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
戦
い

を
避
け
る
た
め
こ
れ
を
容
認
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー

の
目
に
映
っ
た
の
は
英
国
の
弱
さ
。
も
う
英
国

の
介
入
は
な
い
と
判
断
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
侵
攻
。

後
継
の
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
を
信
頼
す

る
愚
と
彼
の
戦
争
へ
の
決
意
を
と
う
に
見
抜
い

て
い
た
。「
ナ
チ
ス
に
は
屈
し
な
い
！
」

　
プ
ー
チ
ン
は
領
土
拡
張
に
憑
り
つ
か
れ
た
暴

君
だ
。
力
に
よ
る
現
状
変
更
を
許
し
て
は
な
ら

な
い
。
今
こ
そ
民
主
勢
力
を
結
集
し
、
チ
ャ
ー

チ
ル
の
「
力
の
外
交
」
を
展
開
す
べ
き
だ
。

「
ロ
シ
ア
の
抱
え
る
恐
怖
心
」

市長の手控え帖
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